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練
馬
支
部
の
仲
間
が
所
属

す
る
住
宅
サ
ー
ビ
ス
協
議
会

は
、
練
馬
区
を
通
じ
て
区
民

か
ら
の
家
屋
修
繕
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
2
0
2
1

年
度
は
1
月
19
日
時
点
で
3

5
5
件
が
あ
り
（
同
時
期
で

2
0
2
0
年
度
2
3
5

件
）
、
区
民
の
家
屋
修
繕
に

対
す
る
需
要
の
高
さ
が
見
て

と
れ
ま
す
。

相
談
増
加
の
要
因
の
一
つ

に
、
多
発
す
る
訪
問
販
売
や

点
検
商
法
の
影
響
が
あ
り
、

相
談
の
際
に
「
詐
欺
業
者
に

遭
わ
な
い
た
め
に
も
東
京
土

建
に
相
談
し
た
」
と
話
す
方

も
多
く
い
ま
し
た
。
練
馬
区

は
38
万
世
帯
が
暮
ら
し
、
世

田
谷
区
、
大
田
区
に
続
き
3

番
目
に
大
き
な
区
で
す
。
一

般
的
に
人
が
多
い
地
域
に
は

住
宅
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が

多
い
と
言
わ
れ
、
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
と
、
「
契
約
を
せ
か
さ
れ

て
不
要
な
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

を
し
た
」
と
い
っ
た
訪
問
販

売
に
関
す
る
相
談
は
2
0
2

0
年
度
8
7
5
7
件
（
2
0

1
9
年
度
8
0
0
0
件
）
。

ま
た
、
点
検
に
来
た
と
言
っ

て
来
訪
し
、
「
工
事
を
し
な

い
と
危
険
」
な
ど
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
契
約
さ
せ
る
点
検

商
法
で
は
、7
0
0
9
件（
2

0
1
9
年
度
5
7
5
9
件
）

の
相
談
が
あ
り
約
2
割
も
増

加
を
し
て
い
ま
す
。

住
ま
い
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
一
つ
で
あ
る
「
訪
問
販
売
」
や
「
点
検
商
法
」

に
よ
る
詐
欺
被
害
が
後
を
絶
た
ず
、
「
ど
こ
に
相
談
を
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な

い
」
「
安
心
し
て
工
事
を
頼
め
る
業
者
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」
等
の
声
が
急
増
を

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
区
民
の
要
望
に
こ
た
え
る
た
め
、
東
京
土
建
練
馬
支
部

で
は
こ
の
2
月
に
「
住
宅
相
談
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
と
題
し
、
全
分
会
を
あ
げ
た
大
規
模

な
住
宅
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

《練馬支部》で電話受付
午前10時～午後5時
2月9日（水）10日（木）14日

（月）15日（火）16日（水）

《分会センター》で電話受付
午前10時～午後3時
2月20日（日）

◆現場調査時にオリジナル付箋メ
モ＆ボールペンをプレゼント

◆契約成立で先着100人にＱＵＯ
カード1，000円分をプレゼント
◇区内13万世帯にむけ新聞折り
込み・分会ごとに地域ポステ
ィング実施

◇支部ＨＰ・本部ツイッターで
宣伝中

こ
う
し
た
状
況
を
う
け
練

馬
支
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

住
宅
デ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
活
動
で
築
い
て
き
た
区

民
と
の
関
係
を
も
と
に
、「
顔

が
見
え
て
安
心
で
き
る
地
元

の
業
者
」
の
ア
ピ
ー
ル
と
、

区
民
の
家
屋
修
繕
要
望
に
応

え
る
こ
と
を
目
的
に
住
宅
相

談
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
こ
の
間
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
仕
事
が
大
き

く
減
っ
た
仲
間
か
ら
、
多
く

の
相
談
を
受
け
て
き
ま
し

た
。
「
建
設
業
で
働
き
た
い

け
ど
、
仕
事
が
な
く
て
困
っ

て
い
る
」
仲
間
に
対
し
て
仕

事
確
保
の
機
会
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
同
時
に
組
合
員
の

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
依
頼
も
受

付
け
ま
す
。

東
京
土
建
国
保
に
加
入

中
の
皆
様
へ
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
生
活
が
困
難
に
な

り
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
組
合
員
の
土
建
国
保
料

が
減
免
と
な
り
ま
す
。
こ

の
度
、
免
除
期
間
を
拡
充

の
う
え
、
追
加
募
集
を
行

い
ま
す
。
締
切
は
3
月
15

日
に
支
部
必
着
で
す
。
お

申
込
み
は
分
会
役
員
、
も

し
く
は
支
部
事
務
所
ま

で
。

詳
細
案
内
チ
ラ
シ
、
申
請

用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は

こ
ち
ら
か
ら

学
習
会
に
参
加
す
る
分
会
相
談
員

（
1
月
19
日
・
練
馬
支
部
会
館
）

1
月
19
日
、
住
宅
相
談
Ｗ
Ｅ

Ｅ
Ｋ
開
催
に
先
駆
け
、
住
宅
相

談
員
学
習
会
を
開
催
、
25
分
会

か
ら
29
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
東
京
土
建
本
部

よ
り
佐
藤
里
志
仕
事
対
策
部
長

を
招
き
、
住
宅
相
談
を
受
け
る

に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
や
ク

レ
ー
ム
に
な
ら
な
い
た
め
の
対

応
方
法
、
そ
し
て
現
場
で
の
心

得
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
契
約

書
や
完
了
報
告
に
つ
い
て
も
触

れ
、
施
工
者
を
守
る
う
え
で
も

き
ち
ん
と
契
約
を
結
ぶ
こ
と
の

重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
分
会

施
工
体
制
づ
く
り
、
相
談
員
学

習
会
を
経
て
、
い
よ
い
よ
9
日

よ
り
相
談
受
付
期
間
を
む
か
え

ま
す
。

▽
建
設
経
済

研
究
所
の
調

べ
に
よ
る
住

宅
リ
フ
ォ
ー

ム
投
資
の
状

況
は
、
2
0

2
1
年
度
を

7
兆
5
4
0
0
億
円
（
前
年

度
比
3
・
4
％
増
）
と
見
通

し
た
う
え
で
、
2
0
2
2
年

度
は
さ
ら
に
3
・
8
％
増
の

7
兆
8
3
0
0
億
円
、
こ
の

う
ち
民
間
建
築
は
4
・
3
％

増
の
6
兆
8
4
0
0
億
円
と

な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム

需
要
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
る

な
か
で
ス
タ
ー
ト
を
す
る
住

宅
相
談
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
の
取
り
組

み
は
、
区
民
の
要
求
に
応
え

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
集
団

施
工
体
制
の
確
立
に
む
け
た

足
が
か
り
と
し
て
も
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

▽
取
り
組
み
に
む
け
23
分
会

53
人
の
住
宅
相
談
員
を
選

出
、
施
工
に
あ
た
っ
て
は
24

工
務
店
、
85
人
も
の
職
種
別

協
力
者
が
組
織
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
今
後
は
実
際
に

受
注
が
す
す
む
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
協
力
の
広
が
り
が
展

望
で
き
ま
す
。
と
く
に
仕
事

の
減
少
が
著
し
い
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
身

近
な
仲
間
同
士
の
「
仕
事
の

つ
な
が
り
」
が
、
多
く
の
助

け
合
い
を
生
み
だ
し
て
い
ま

す
。
協
力
を
し
た
い
と
い
う

方
、
仕
事
が
ほ
し
い
方
も
ぜ

ひ
分
会
役
員
へ
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
（
渡
）

地
域
の
要
望
に
応
え
る
〜
住
居
相
談
活
動
〜

地
域
の
要
望
に
応
え
る
〜
住
居
相
談
活
動
〜

今こそ地元業者の
強みアピールを

減
免
制
度
の
お
知
ら
せ

東
京
土
建
国
保
料

家
屋
修
繕
需
要
の
高
ま
り
と
背
景

相
談
員
学
習
会

心
得
ま
で
学
び
備
え
る

組
合
の
仲
間
も
気
軽
に
相
談
を

組合員の皆さんからも
お電話による相談を以下
の日程で受け付けます

住宅相談
ＷＥＥＫ
住宅相談
ＷＥＥＫ
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感
染
拡
大
防
止
対
策
の
取

り
組
み
（
実
施
し
て
い
る
こ

と
）の
回
答
結
果
で
は
、「
現

場
入
場
時
の
体
温
測
定
や
記

録
」
26
現
場
、
「
除
菌
、
消

毒
ス
プ
レ
ー
設
置
」25
現
場
、

「
マ
ス
ク
の
配
布
」
13
現
場

と
基
本
的
な
対
策
は
と
れ
て

い
ま
し
た
が
、
「
室
内
に
換

気
装
置
設
置
」6
現
場
、「
朝

礼
時
の
分
散
、
間
隔
確
保
」

4
現
場
、
「
会
議
等
の
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
」3
現
場
な
ど
、

徹
底
は
少
数
で
ま
だ
ま
だ
改

善
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。

感
染
拡
大
防
止
対
策
に
係

る
費
用
に
つ
い
て
発
注
者
か

ら
十
分
に
確
保
で
き
て
い
る

か
の
回
答
結
果
で
は
、
「
十

分
に
確
保
で
き
た
」6
現
場
、

「
十
分
と
は
言
え
な
い
が
確

保
で
き
た
」7
現
場
に
対
し
、

「
確
保
で
き
な
か
っ
た
」
が

12
現
場
と
最
も
多
い
回
答
数

と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
起
因
し
た
建
築
資
材

の
高
騰
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ

ド
条
項
等
に
よ
り
資
材
の
値

上
げ
分
を
発
注
者
か
ら
十
分

に
確
保
で
き
て
い
る
か
の
回

答
に
、「
申
請
し
な
か
っ
た
」

11
現
場
、
「
確
保
で
き
な
か

っ
た
」
3
現
場
で
あ
る
の
に

対
し
、
「
十
分
と
は
言
え
な

い
が
確
保
で
き
た
」8
現
場
、

「
十
分
に
確
保
で
き
た
」
は

わ
ず
か
6
現
場
と
な
り
ま
し

た
。今

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象

現
場
で
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生

は
無
く
、
大
き
な
混
乱
は
回

避
で
き
て
い
る
も
の
の
、
対

策
費
用
の
面
で
の
課
題
が
浮

き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

練馬建設協議会（東京土建練馬支部・建設ユニオン）では、区内公共現場訪問
に代え練馬区施設管理課の紹介で、練馬区発注の工事現場に「いっせい調査」を
実施しました。対象現場数は46社67現場（ＪＶは1社としてカウント）で19社29
現場から回答を得ることができました。
なお、回答結果については練馬区担当課も強く関心を寄せており、現場の実態
を伝えるとともに環境改善にむけた足がかりとして、今後の懇談・要請・信頼関
係構築の資料として活用します。

⑴
適
正
な
工
期
設
定
・

施
工
時
期
の
平
準
化

建
設
業
施
工
規
則
「
工
期

に
関
す
る
基
準
」
が
施
行
さ

れ
、
2
0
2
0
年
10
月
よ
り

著
し
く
短
い
工
期
が
禁
止
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
国
土
交
通

省
が
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

も
「
一
人
親
方
等
、
下
請
契

約
に
お
い
て
も
長
時
間
労
働

の
是
正
や
週
休
2
日
の
確
保

等
を
考
慮
し
て
適
正
な
工
期

を
設
定
」
「
週
休
2
日
の
確

保
に
む
け
日
給
制
の
技
能
労

働
者
等
の
処
遇
水
準
に
留

意
」
と
一
定
の
方
向
性
を
示

し
て
い
ま
す
。
（
国
土
交
通

省
「
建
設
工
事
に
お
け
る
適

正
な
工
期
設
定
等
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
2
0
1
7

年
8
月
28
日
）

適
正
な
工
期
は
確
保
さ
れ

て
い
る
か
の
回
答
結
果
で

は
、
「
で
き
て
い
る
」
が
21

現
場
と
約
7
割
を
占
め
ま
し

た
が
、
一
方
で
現
場
休
工
を

ふ
く
め
た
休
日
の
確
保
状
況

に
つ
い
て
の
回
答
で
は
、
完

全
週
休
2
日
は
4
現
場
の
み

で
、
「
4
週
4
休
以
下
」
が

8
現
場
と
最
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。

⑵
社
会
保
険
の
法
定
福
利

費
や
安
全
経
費
の
確
保

請
負
契
約
に
お
け
る
法
定

福
利
費
の
請
負
代
金
内
訳
書

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
元
請

け
と
一
次
下
請
け
の
間
で
29

現
場
中
15
現
場
が
「
今
後
取

り
組
む
」
と
し
て
お
り
、
半

数
の
現
場
で
活
用
で
き
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
一
次
と
二

次
下
請
け
以
降
の
活
用
状
況

も
同
程
度
の
割
合
と
な
り
、

下
請
け
事
業
者
向
け
に
「
法

定
福
利
費
の
学
習
会
」
等
の

施
策
を
求
め
る
と
い
う
回
答

が
約
3
割
に
の
ぼ
っ
て
い
ま

す
。発

注
者
か
ら
の
必
要
経
費

の
確
保
状
況
に
つ
い
て
も
半

数
の
現
場
で
「
確
保
で
き
て

い
な
い
」
と
回
答
し
、
厳
し

い
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

2
0
2
0
年
10
月
か
ら

「
作
業
員
名
簿
の
義
務
化
」

に
併
せ
て
、
労
働
者
の
現
場

入
場
時
の
社
会
保
険
加
入
状

況
の
確
認
に
お
け
る
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
活

用
が
原
則
化
さ
れ
ま
し
た
。

各
現
場
に
お
け
る
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の

登
録
状
況
に
つ
い
て
の
回
答

結
果
で
は
、17
現
場
が「
無
回

答
」、1
現
場
が「
不
明
」と
回

答
し
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の

設
置
場
所
に
つ
い
て
の
設
問

で
は
20
現
場
が
「
設
置
し
て

い
な
い
」、8
現
場
が
「
無
回

答
」と
答
え
ま
し
た
。「
一
部

の
現
場
で
活
用
」
と
回
答
し

た
の
は
わ
ず
か
1
現
場
、
依

然
と
し
て
制
度
へ
の
対
応
が

追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況
が

明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
10
月
は
厚
生

労
働
省
・
国
土
交
通
省
後
援

の
も
と
「
建
設
業
退
職
金
共

済
加
入
促
進
強
化
月
間
」
が

実
施
さ
れ
、
制
度
へ
の
加
入

促
進
や
履
行
確
保
を
重
点
的

に
行
い
、
一
層
の
普
及
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

建
退
共
の
加
入
促
進
に
む

け
た
取
り
組
み
の
回
答
結
果

で
は
、
「
ポ
ス
タ
ー
設
置
」

10
現
場
、
「
新
規
入
場
時
の

加
入
有
無
確
認
」
10
現
場
、

「
現
場
で
の
建
退
共
担
当
者

・
連
絡
先
の
掲
示
や
朝
礼
で

周
知
」
5
現
場
と
、
現
場
入

場
時
の
制
度
周
知
・
確
認
は

十
分
で
な
い
も
の
の
一
定
実

施
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

「
下
請
業
者
へ
の
加
入
指
導

の
徹
底
」
6
現
場
、
「
説
明

会
実
施
」
1
現
場
と
、
下
請

け
業
者
へ
の
指
導
は
不
十
分

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

実
際
に
2
0
2
1
年
9
月

の
建
退
共
証
紙
貼
付
状
況
に

つ
い
て
の
回
答
で
「
1
0
0

％
貼
付
」
が
7
現
場
に
と
ど

ま
る
う
え
、
「
0
％
（
貼
付

な
し
）
」
が
6
現
場
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

地
方
公
共
団
体
発
注
現
場

で
は
2
0
2
1
年
以
降
、
確

実
な
掛
金
充
当
確
認
・
許
可

行
政
庁
の
指
導
等
履
行
強
化

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
運
用

体
制
の
構
築
が
引
き
続
き
課

題
と
な
り
ま
す
。

上
記
の
回
答
に
あ
る
よ
う

に
、
普
及
に
む
け
周
知
が
不

十
分
で
あ
る
と
い
う
点
や
、

サ
ポ
ー
ト
拡
充
を
求
め
る
声

が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
組

合
で
「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
学
習
会
」
を
開

催
し
た
場
合
、
参
加
を
し
た

い
か
と
い
う
設
問
に
対
し
て

は
6
現
場
が
「
参
加
し
た
い

・
個
別
に
相
談
し
た
い
」
と

回
答
し
、
制
度
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

2
0
2
3
年
か
ら
民
間
工

事
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
工
事

に
お
け
る
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
完
全
実
施
が

打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
2

0
2
0
年
か
ら
2
0
2
2
年

は
「
活
用
促
進
・
推
進
フ
ェ

ー
ズ
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

業
界
団
体
、地
方
公
共
団
体
、

許
可
行
政
庁
に
対
し
、
直
ち

に
「
業
界
共
通
の
制
度
イ
ン

フ
ラ
」
で
あ
る
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
活
用
が

要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

2
0
2
4
年
3
月
ま
で
に
登

録
す
れ
ば
過
去
の
就
労
履
歴

を
蓄
積
で
き
る
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
早
め
の
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

設
問
）
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
設
置
を
進
め
る
た
め
の

課
題
点
や
、
行
政
に
求
め
る
施
策
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い

・
登
録
済
業
者
が
少
な
い
。
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
作
業
員
の
関
心
が
な
い

・
運
用
に
対
し
て
の
シ
ス
テ
ム
サ
ポ
ー
ト
が
不
十

分
。
対
応
が
悩
ん
で
い
る
事
業
者
が
多
い

・
グ
リ
ー
ン
サ
イ
ト
と
重
複
す
る
部
分
が
多
す
ぎ

る
。
経
済
的
負
担
が
大
き
く
、
手
続
き
が
困
難

回答数／29現場
12現場
7現場
6現場
（4現場）

感染対策費用の確保
確保できなかった

十分とは言えないが確保できた
十分に確保できた
（未回答）

回答数／
29現場

4現場

3現場

6現場

7現場

8現場

（1現場）

休日確保
状況

4週8休

4週7休

4週6休

4週5休

4週4休以下

（未回答）

回答数／
29現場

7現場

1現場

1現場

1現場

1現場

6現場

（12現場）

証紙貼付率

100%

95%

77%

33%

25%

0％（貼付無し）

（未回答）

建
設
業
に
お
け
る
「
働
き
方
改
革
」

推
進
に
む
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

建
退
共
加
入
促
進
月
間
10
月
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
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週
休
2
日
実
現
は

44
現現
場場
（
約
1
割
）

学
習
会
の
要
望
あ
り

「
1
0
0
％
貼
付
」

77
現現
場場
（
約
2
割
）
に

と
ど
ま
る

29現場より回答得る

練馬建設協議会

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

建
設
現
現
場
へ
の
影
響
に
つ
い
て

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

77
割割
未未
設設
置置

普
及
に
む
け
課
題
多
数

大
き
な
混
乱
は
回
避
す
る

も
「
費
用
確
保
で
き
な
か

っ
た
」
1122
現現
場場
（
4
割
）
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抑
止
に
よ
る
世
界
平
和
は

最
も
危
険
な
概
念

大
久
保
賢
一
弁
護
士
（
日

本
反
核
法
律
家
協
会
会
長
）

は
講
演
で
核
兵
器
の
非
人
道

性
や
岸
田
首
相
の
核
兵
器
観

に
振
れ
な
が
ら
、
「
抑
止
に

よ
る
世
界
の
平
和
・
安
定
・

維
持
と
い
う
概
念
は
、
最
も

危
険
な
集
団
的
誤
謬
」
と
指

摘
。
「
核
兵
器
が
使
用
さ
れ

た
ら
人
類
社
会
は
終
わ
る
。

核
戦
争
反
対
、
核
兵
器
廃
絶

は
誰
で
も
言
う
。
大
き
な
違

い
は
、
核
兵
器
に
依
存
し
な

が
ら
言
う
の
と
、
核
兵
器
を

否
定
し
な
が
ら
言
う
か
に
あ

り
ま
す
。
軍
事
力
で
物
事
を

解
決
し
よ
う
と
す
れ
ば
最
終

兵
器
で
あ
る
核
兵
器
に
依
存

す
る
こ
と
と
な
る
。
一
方
、

武
力
で
物
事
を
解
決
す
る
こ

と
を
や
め
る
の
で
あ
れ
ば
戦

力
は
不
要
、
そ
れ
が
日
本
国

憲
法
の
到
達
点
で
す
。
核
兵

器
廃
絶
と
改
憲
阻
止
は
密
接

な
関
係
に
あ
る
。
改
憲
を
進

め
る
人
と
核
兵
器
禁
止
条
約

に
背
を
向
け
る
勢
力
は
重
な

っ
て
い
ま
す
。
核
廃
絶
を
求

め
る
人
は
、
憲
法
九
条
の
擁

護
と
憲
法
九
条
を
世
界
に
広

め
て
ほ
し
い
。
」
と
力
強
く

語
り
ま
し
た
。

危
険
が
あ
る
か
ら
こ
そ

条
約
が
必
要

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た

川
崎

哲
さ
ん
（
核
兵
器
廃

絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
国
際
運
営
委
員
）
は
、

「
武
力
に
よ
っ
て
武
力
を
抑

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
軍
縮
の
原
点
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
。
安
全
保
障
＝
軍

備
増
強
と
い
う
考
え
は
大
き

な
誤
り
で
『
抑
止
力
』
と
い

う
考
え
に
は『
自
衛
＝
守
る
』

と
い
う
以
上
に
『
攻
め
る
』

の
意
味
を
持
つ
こ
と
と
な

り
、
た
い
へ
ん
危
険
。
米
中

や
朝
鮮
半
島
の
緊
張
を
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
緊
張
が
あ
る

か
ら
こ
そ
戦
争
を
お
こ
さ
な

い
メ
カ
ニ
ズ
ム
こ
そ
求
め
ら

れ
る
。
危
険
が
あ
る
か
ら
こ

そ
『
核
兵
器
禁
止
条
約
』
が

必
要
と
な
る
。
」
と
語
り
、

「
日
本
は
禁
止
条
約
の
締
約

国
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
核

の
被
害
者
支
援
』
に
大
き
く

貢
献
で
き
る
。
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
の
運
動
は
条
約
採

択
に
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

今
度
は
条
約
批
准
を
求
め
る

署
名
を
広
げ
よ
う
。
ま
た
、

政
府
に
条
約
へ
の
参
加
を
求

め
る
意
見
書
採
択
も
6
2
8

自
治
体
（
全
国
1
7
8
8
自

治
体
の
35
％
）
に
広
が
っ
て

い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ボ

ス
ト
ン
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
政
府
・
国
が
だ
め
で
も

地
域
・
自
治
体
か
ら
決
議
を

上
げ
て
い
く
運
動
は
世
界
の

潮
流
」
と
核
廃
絶
を
め
ざ
す

各
国
で
展
開
さ
れ
て
い
る
国

際
連
帯
の
活
動
の
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

地
域
の
会
名
称
変
更

新
た
な
運
動
を
広
げ
よ
う

集
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で

は
、
三
角
真
弓
（
練
馬
支
部

常
任
執
行
委
員
）
さ
ん
を
メ

イ
ン
ボ
ー
カ
ル
と
す
る
「
く

れ
よ
ん
ぴ
♥
す
」
の
さ
わ
や

か
な
歌
声
が
会
場
を
包
み
込

み
ま
し
た
。
ま
た
、
核
兵
器

禁
止
条
約
採
択
を
求
め
発
足

し
た
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
推
進
ね
り
ま
連
絡
会
」は
、

こ
の
講
演
会
を
機
に
「
核
兵

器
禁
止
条
約
の
批
准
を
求
め

る
ね
り
ま
連
絡
会
」
へ
と
名

称
の
変
更
、
練
馬
の
地
域
で

あ
ら
た
に
運
動
広
げ
て
い
こ

う
と
を
参
加
者
に
呼
び
か
け

ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
か
ら
1
年
を
迎
え
た
1

月
22
日
、
練
馬
で
は
一
周
年
記
念
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
重
点
措

置
が
取
ら
れ
る
中
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
8
人
を
含
め
93
人
（
う
ち
練
馬
支
部

か
ら
40
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

オンラインを活用した講演
（1月22日・ココネリホール）

地域で活動をするバンドが
会を盛り上げた

日曜集団健診は利用しやすい休日開催が魅力
です。多くの仲間、家族の健康維持・向上に役
立っています。現在13日（日）開催分を予約受
付中です。ぜひこの機会にお申込みください。
お申し込みは分会役員もしくは練馬支部まで。
定員に達した場合は申し込みを締め切ります。

裁判所前に集った東京2陣原告の仲間
（12月16日・東京高等裁判所）

全
国
の
仲
間
と
と
も
に
取

り
組
む
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴

訟
の
た
た
か
い
は
、
東
京
2

陣
の
和
解
期
日
と
な
る
12
月

16
日
、
東
京
高
裁
裁
判
所
は

国
の
責
任
を
認
め
、
原
告
と

被
告
と
の
間
で
和
解
が
成
立

し
ま
し
た
。
今
回
、
和
解
が

成
立
し
た
原
告
は
被
災
者
単

位
で
1
1
3
人
中
、
練
馬
支

部
の
全
2
陣
原
告
6
人
を
含

む
96
人
と
な
り
ま
し
た
。
全

国
で
は
す
で
に
九
州
訴
訟
の

2
陣
が
福
岡
高
裁
で
和
解
が

成
立
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

全
国
の
訴
訟
が
和
解
成
立

し
、
い
よ
い
よ
建
材
企
業
へ

の
責
任
追
及
と
基
金
へ
の
参

加
を
求
め
る
運
動
が
本
格
化

し
ま
す
。

ま
た
「
特
定
石
綿
被
害
建

設
業
務
労
働
者
に
対
す
る
給

付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法

律
」
が
成
立
し
、
今
後
支
給

開
始
と
な
る
新
た
な
給
付
金

制
度
の
概
要
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。
組
合
で
は
今
月

の
分
会
情
勢
学
習
会
で
も
触

れ
さ
ら
な
る
運
動
の
前
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

日程 会場
3月13日（日） 練馬支部会館

全6人和解成立
練馬2陣原告

建設アスベスト訴訟

被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被
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核兵器禁止条約発効一周年記念講演会
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い
つ
も
ご
愛
読
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
世
の
中
は
感
染
症
の

話
題
で
暗
く
な
り
が
ち
で

す
が
、
今
年
こ
そ
皆
様
に

少
し
で
も
明
る
い
話
題
を

お
届
け
し
た
い
も
の
で

す
。
読
者
の
皆
様
は
変
わ

り
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
今
月
も
皆
様
か
ら

の
お
便
り
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

◇
2
0
2
1
年
の
拡
大
行

動
も
無
事
に
終
了
し
共
済

推
進
も
皆
様
の
協
力
に
よ

り
達
成
致
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
高
尾
山
の
紅
葉
を

見
に
行
き
美
し
さ
に
感
動

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

分
会
活
動
に
協
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
（
学
園
分
会

／
追
田
俊
夫
さ
ん
）

◇
新
年
は
お
だ
や
か
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
（
旭
町
光

が
丘
分
会
／
工
藤
吉
春
さ

ん
）

◇
我
が
家
の
紅
葉
は
先
日

の
強
風
に
よ
り
葉
が
す
べ

て
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た

（
早
宮
分
会
／
天
野
邦
子

さ
ん
）

◇
コ
ロ
ナ
禍
で
す
の
で
皆

様
も
健
康
に
お
気
を
付
け

て
、
お
仕
事
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
（
泉
分
会
／
浅
水

照
夫
さ
ん
）

◇
「
け
ん
せ
つ
北
部
」
今

一
つ
大
き
な
飛
躍
を
願
っ

て
！
（
上
石
神
井
分
会
／

尾
﨑
正
一
さ
ん
）

↓
け
ん
せ
つ
北
部
は
見
開

き
で
読
め
る
4
面
構
成

で
。
貴
重
な
ご
意
見
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
教
育
宣
伝
部
）

東京土建一般労働組合練馬支部、第65回定期大会を東京土建一般労働組合規約
20条にもとづき下記の日程で開催します。
〔日時〕2022年4月2日（土）午前9時30分開場10時00分開会
〔会場〕区民・産業プラザ ココネリホール
〔代議員〕代議員は分会から選出された代議員と支部役員で構成します。

①代議員選出基準と代議員定数
2022年1月末日の分会組織人員に対して、60名に1名の割合（端数は30捨31入）
で算出した代議員数に3名の基礎代議員数を加えた人数の代議員を、各分会で選
出します。

②特別代議員
主婦の会10名（支部役員待遇を含む）、青年部5名費用は支部負担になります。
（注1）大会の分科会は7つの分科会を予定します。各分会がそれぞれすべて

の分科会に参加できるよう、7から分会選出代議員の数［支部役員（注3参照）
は除く］を引いた人数を特別代議員として各分会で選出してください。（行動費
は支部負担。なお、分科会数の7を超えて特別代議員を分会で選出する場合はそ
の費用は分会負担となります）。
（注2）大会準備委員は代議員として選出して下さい。
（注3）支部執行委員会以上の役員および会計監査は役員資格での大会出席と

なります。また、各役員待遇は特別代議員となります。
③新型コロナウイルスの感染状況によっては、分科会を中止・代議員定数を削減し
て開催する場合があります。その判断は、3月執行委員会において決定します。

④代議員または分会からの議案や修正案の取扱について
修正案の提出期限は3月28日（月）午後7時とします。

2022年2月8日
東京土建一般労働組合練馬支部 執行委員長 福岡 忠行

大会準備委員長 西川 忠大

大
工
（
2
人
）
社
員
・
請
負

合
同
会
社
梁
建
（
北
大
泉
分

会
）

埼
玉
県
新
座
市
1
―
5
―
4

☎
0
9
0
―
5
5
1
2
―
1

0
1
4

塗
装
工
（
2
人
）
従
業
員
・

短
期
・
請
負

建
装
社
（
大
泉
東
分
会
）

練
馬
区
大
泉
学
園
町
5
―
2

―
18
―
7
0
1

☎
0
9
0
―
2
1
5
4
―
3

8
1
2

電
気
工
事
（
2
人
）
社
員

㈱
住
田
電
設
（
豊
玉
分
会
）

練
馬
区
豊
玉
北
6
―
22
―
9

―
4
0
1

☎
0
9
0
―
9
1
3
8
―
3

6
3
8

配
管
工（
1
人
）短
期
・
請
負

㈲
川
戸
設
備
（
泉
分
会
）

練
馬
区
東
大
泉
6
―
47
―
6

☎
0
9
0
―
8
8
0
7
―
9

4
7
4

お
問
い
合
わ
せ
＆
申
し
込
み

は
東
京
土
建
練
馬
支
部
求
人

・
求
職
係
ま
で

☎
0
3
―
3
8
2
5
―
5
5

2
2

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
練
馬
支
部
、
第
65
回
定
期
大
会
を
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
規
約
第

8
条
及
び
第
31
条
に
も
と
づ
き
、
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
練
馬
支
部
の
2
0
2
2
年
度
、
諸
役

員
の
立
候
補
を
下
記
の
役
職
ご
と
に
受
付
け
ま
す
。

立
候
補
者
受
付
期
間

2
0
2
2
年
2
月
9
日
（
水
）
午
前
9
時
よ
り
同
年
3
月
25
日
（
金
）
拡
大
執
行
委
員
会
、
会
議

前
の
午
後
7
時
ま
で
（
土
、
日
、
祭
日
を
除
き
、
平
日
の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
ま
で
の
間
、
支

部
事
務
所
で
受
付
け
ま
す
）

役
職
と
定
数

◇
執
行
委
員
長

1
名

◇
副
執
行
委
員
長

5
名

◇
書
記
長
（
常
駐
）

1
名

◇
書
記
次
長
（
常
駐
）

3
名

◇
常
任
執
行
委
員

11
名
（
1
名
は
青
年
部
長
の
枠
と
し
、
選
挙
定
数
は
10
名
と
し
ま
す
）

◇
執
行
委
員

28
名

◇
会
計
監
査

3
名

（
注
）
定
数
を
超
え
る
立
候
補
者
が
あ
っ
た
場
合
は
、
役
職
ご
と
に
選
挙
を
行
い
ま
す
。

役
員
立
候
補
に
関
す
る
補
足
事
項

①
新
分
会
発
足
の
場
合
は
分
会
数
に
応
じ
て
執
行
委
員
の
定
数
の
増
員
を
行
い
ま
す
。
②
本
部
常

駐
役
員
に
推
薦
す
る
役
員
に
つ
い
て
は
特
別
職
（
特
別
常
任
執
行
委
員
）
と
し
て
支
部
役
員
待
遇

と
し
ま
す
。
③
支
部
青
年
部
長
は
97
年
度
よ
り
常
任
執
行
委
員
と
し
ま
し
た
。
④
支
部
主
婦
の
会

会
長
に
つ
い
て
は
、
常
任
執
行
委
員
待
遇
と
し
ま
す
。
⑤
支
部
主
婦
の
会
事
務
局
長
に
つ
い
て
は
、

執
行
委
員
待
遇
と
し
ま
す
。
⑥
支
部
シ
ニ
ア
友
の
会
会
長
に
つ
い
て
は
、
執
行
委
員
待
遇
と
し
ま

す
。
⑦
支
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
会
長
に
つ
い
て
は
、
執
行
委
員
待
遇
と
し
ま
す
。
⑧
本
部
主
婦
の
会
・
青
年

部
・
シ
ニ
ア
友
の
会
・
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
会
長
は
支
部
常
任
執
行
委
員
待
遇
と
し
ま
す
。
⑨
本
部
主
婦
の

会
・
青
年
部
・
シ
ニ
ア
友
の
会
・
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
他
の
本
部
役
員
は
支
部
執
行
委
員
待
遇
と
し
ま
す
。

⑩
立
候
補
者
は
、
支
部
事
務
所
に
て
掲
示
を
行
い
、
立
候
補
状
況
が
わ
か
る
よ
う
に
し
ま
す
。

※
待
遇
お
よ
び
特
別
職
は
支
部
役
員
と
し
ま
す
が
、
機
関
会
議
で
の
議
決
権
は
持
た
な
い
も
の
と

し
ま
す
。

2
0
2
2
年
2
月
8
日

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
練
馬
支
部

第
65
回
定
期
大
会

選
挙
管
理
委
員
長

島
田

淳

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

1

ア
イ
ス
と
か
ロ
ー
ラ
ー

と
か

4

モ
デ
ル
と
も
い
い
ま
す

7

貴
金
属
の
一
種
、
原
子

番
号
47

8

受
付
台
を
こ
う
も
呼
び

ま
す

10

人
の
目
で
は
判
別
で
き

な
い
小
さ
い
生
物

11

樹
木
の
太
い
部
分

12

蚕
の
ま
ゆ
か
ら
取
り
ま

す

14

…
…
介
、
…
…
群
、
…

…
拓

15

パ
ソ
コ
ン
の
入
力
装
置

の
一
つ

17

も
ん
じ
ゃ
焼
き
で
作
り

ま
す

19
「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」な
ど

で
知
ら
れ
る
…
…
物
語

22

志
摩
半
島
は
…
…
式
海

岸
で
す

23

口
当
た
り
が
よ
い
…
…

な
味

■
タ
テ
の
カ
ギ

1

花
粉
症
の
人
は
こ
の
木

に
戦
々
恐
々

2

理
科
室
に
あ
り
ま
し
た

ね

3

人
や
建
物
が
た
く
さ
ん

4

家
紋
が
入
っ
た
和
服

5

1
万
円
か
と
思
っ
た
ら

千
円
。
…
…
が
違
う
よ

6

パ
ン
作
り
に
必
須
。
…

…
菌

9

世
間
慣
れ
し
て
い
な
い

こ
と

11

時
計
回
り
と
も
い
い
ま

す

13

人
口
13
・
8
億
人
、
ア

ジ
ア
の
大
国
で
す

16

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ル
プ

ス
、
時
計
と
い
え
ば

18

織
田
信
長
が
印
章
に
使

っ
た
文
言
は
「
…
…
布

武
」

20

物
の
は
し
の
部
分
と
い

う
意
味

21

…
…
選
手
、
…
…
契
約

○
12
月
9
日
（
2
6
4
1
号
）
の
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者

答
え
：
モ
ミ
ジ
ガ
リ
（
紅
葉
狩
り
）

当
選
者

北
練
馬
分
会

小
野

久
子
さ
ん

北
練
馬
分
会

庭
野

祐
逸
さ
ん

北
練
馬
分
会

前
田

敏
雄
さ
ん

学
園
分
会

追
田

俊
夫
さ
ん

泉
分
会

浅
水

照
夫
さ
ん

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
正
解
を
答
え

て
お
送
り
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、

抽
選
で
5
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
（
5

0
0
円
分
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
宛
先
】
〒
1
7
6
―
0
0
2
3

練
馬
区
中
村
北
1
―
6
―
2

東
京
土

建
練
馬
支
部
「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
係

【
締
め
切
り
】
2
0
2
2
年
3
月
25
日

（
金
）
支
部
到
着
分
ま
で

余
白
に
お
便
り
や
イ
ラ
ス
ト
を
自
由
に

お
書
き
下
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第64回定期大会告示
東京土建一般労働組合練馬支部
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第
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定
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大
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選
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告
示
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定
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